
日仏のコスメ連携が深化

佐
賀
県

　
佐
賀
県
北
西
部
の
唐
津
地
区
で
進
む
化
粧
品
産
業
の
集

積
計
画
「
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」
。
実
行
組
織
で

あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｃ

Ｃ

は
２
０
１
３
年

月
に
発
足
、

年
４
月
で
設
立
３

年
度
目
に
入
る
。

　
こ
の
３
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
会
員

が
渡
仏
し
て
現
地
の
化
粧
品
集
積
地
「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク

バ
レ
ー
」
の
協
会
会
員
と
商
談
交
流
会
を
行
う
予
定
。
泉

哲
哉
Ｊ
Ｃ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
団
体
同

士
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
に
な
っ
て
き
た
」
と
実

感
し
て
お
り
、
日
仏
両
国
の
会
員
企
業
の
関
係
が
深
化
し

て
い
る
。

年

月
に
は
コ
ス
メ
バ
レ
ー
協
会
の
マ
ー
ク

・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
メ
会
長
が
来
日
。
連
携
協
定
を

結
ぶ
唐
津
市
を
表
敬
訪
問
し
、
日
本
企
業
と
取
引
を
希
望

す
る
仏
企
業
約

社
の
リ
ス
ト
を
提
示
し
た
。
今
回
の
フ

ラ
ン
ス
で
の
交
流
会
は
そ
れ
に
応
え
た
も
の
。
両
会
員
企

業
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
よ
り
実

践
的
な
連
携
へ
歩
を
進
め
た
い
考
え
だ
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
事
務
局
に
は
唐
津
市
、
佐
賀
県
、
玄
海
町
が
参

画
し
て
い
る
。
こ
の
１
月

に
知
事
に
就
任
し
た
山
口

祥
義
佐
賀
県
知
事
は
「
唐

津
と
コ
ス
メ
と
い
う
唐
突

感
が
面
白
い
。
良
い
も
の

が
集
積
し
、
知
恵
が
集
え

ば
必
ず
人
が
集
ま
る
」
と

み
る
。
ま
た
「
地
域
振
興

で
あ
ろ
う
と
産
業
の
世
界

で
あ
ろ
う
と
、
人
の
交
わ

り
が
多
く
生
ま
れ
る
ほ
ど

街
が
栄
え
る
」
と
、
地
域

活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

二つの世界遺産候補で観光盛り上げ

長
崎
県

　
長
崎
は
２
０
１
６
年
に
か
け
て
二
つ
の
「
世
界
遺
産
」

で
盛
り
上
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
目
が
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
。
九
州
・
山
口
地
域
を
中
心

に

サ
イ
ト
・

構
成
遺
産
で
成
り
立
つ
。
長
崎
は
そ
の

う
ち
最
多
の
３
サ
イ
ト
・
８
構
成
遺
産
を
抱
え
る
。

　
中
で
も
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所

長
崎
市

の
現
役

設
備
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
」
「
第

三
船
渠
」
は
、
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
稼
働
遺
産
。
日
本
が

近
代
化
に
突
き
進
ん
だ
時
代
の
空
気
と
、
現
在
も
地
域
に

根
付
く
産
業
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る

６
月
の
正
式
登
録
を
待
つ
。

　
さ
ら
に
次
の
正
式
登
録
を
目
指
す
の
が
「
長
崎
の
教
会

群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
。
教
会
や
集
落
な
ど
熊
本

を
含
む

の
遺
産
で
構
成
す
る
。
も
と
は

年
に
世
界
遺

産
「
暫
定
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
、
長
崎
県
は
世
界
遺
産

化
を
狙
っ
て
い
た
。
「
産
業
革
命
遺
産
」
に
先
を
譲
る
形

に
な
っ
た
が
、
歴
史
的
出
来
事
と
さ
れ
る
「
信
徒
発
見
」

か
ら

年
に
１
５
０
周
年
を
迎
え
て
、
満
を
持
し
て
正
式

登
録
に
臨
む
。
こ
の
１
月
の
閣
議
了
承
を
経
て
正
式
推
薦

さ
れ
た
。
県
で
は

年
度
当
初
予
算
に
登
録
推
進
事
業
費

１
億
３
４
７
１
万
円
を
計
上
。

年
２
月
補
正
予
算
に
、

海
外
で
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
関
係
者
の
理
解
を
深
め
る

事
業
費
６
３
０

０
万
円
を
計
上

し
た
。
こ
の
ほ

か

年
度
は
過

去
最
大
規
模
の

ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
予
定
。
長

崎
で
は
観
光
に

よ
る
地
域
振
興

の
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
。

県南の１次産業を活性化

熊
本
県

　
熊
本
県
は
、
県
南
地
域
の
活
性
化
を
食
品
関
連
産
業
の

振
興
に
よ
っ
て
進
め
る
。
２
０
１
３
年
３
月
に
は
、
産
業

集
積
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
」
の
形
成
を
目
指
す
構
想
「
く
ま

も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
」
を
策
定
。
研
究
開
発
機

関
や
企
業
の
集
積
に
取
り
組
み
始
め
た
。
同
年
７
月
に
は

自
治
体
や
農
協
、
商
工
団
体
、
関
連
業
者
で
構
成
す
る

「
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
」
が
発
足

し
た
。

　
構
想
の
対
象
は
食
品
そ
の
も
の
に
限
ら
な
い
。
イ
グ
サ

や
花
、
木
材
な
ど
の
１
次
産
品
と
そ
の
加
工
品
、
医
薬
品

や
化
粧
品
を
含
む
。
食
品
の
加
工
や
包
装
、
検
査
の
機
械

も
入
る
。
技
術
支
援
で
は
熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
企
画
や
電
子
・

電
気
、
機
械
、
金
属
、
材
料
の
担
当
者
も
「
食
」
の
分
野

と
の
連
携
が
視
野
に
あ
る
。

　
県
が
進
め
る
県
南
振
興
と
の
連
携
に
力
を
入
れ
る
八
代

市
で
は
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
関
す
る
取
り
組
み
が
特

に
進
ん
で
い
る
。
同
市
は
構
想
を
政
策
に
生
か
す
た
め
の

基
本
戦
略
を
決
定
。
農
林
水
産
部
に
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進

課
を
設
置
し
た
。

　
同
市
に
は
ト
マ
ト
や
イ
グ

サ
、
メ
ロ
ン
、
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
の
特
産
品
が
あ
り
、
６
次

産
業
化
や
農
商
工
連
携
を
進

め
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
市

内
の
食
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

蒲
公
英

タ
ン
ポ
ポ

は
、

ト
マ
ト
加
工
品
の
開
発
に
注

力
。
乳
酸
菌
を
配
合
し
た
ト

マ
ト
を
ベ
ー
ス
に
調
味
料
な

ど
の
製
品
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

市場ニーズ捉えた食品開発

鹿
児
島
県

　
鹿
児
島
県
は
、
地
場
食
品
関
連
産
業
の
振
興
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
企
画
や
開
発
を
行

う
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
戦
略
」
を
推
進
。
食
品
加
工
の
高

品
質
化
、
技
術
革
新
に
取
り
組
む
。
農
商
工
連
携
や
６
次

産
業
化
を
促
進
し
、
企
業
誘
致
に
も
つ
な
げ
る
。

　
２
０
１
５
年
４
月
に
は
食
品
関
連
技
術
の
開
発
を
支
援

す
る
「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
す
る
。

広
さ
は
１
・
３

。
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
「
鹿
児
島
県
農

業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
隅
支
場
」
敷
地
内
に
開
設
す

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
「
加
工
ラ
イ
ン
実
験
施
設
」
と
「
加

工
開
発
実
験
施
設
」
で
構
成
す
る
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
、

「
流
通
技
術
実
証
施
設
」
「
企
画
・
支
援
施
設
」
か
ら
な

る
。
延
べ
床
面
積
は
４
９
５
７
平
方

。

　
加
工
ラ
イ
ン
施
設
は
ペ
ー
ス
ト
、
水
煮
、
冷
凍
、
カ
ッ

ト
、
乾
燥
、
粉
末
、
フ
レ
ー
ク
の
製
作
が
可
能
。
加
工
開

発
施
設
で
は
試
験
販
売
で
き
る
試
作
品
を
作
れ
る
。
流
通

技
術
実
証
施
設
は
長
距
離
輸
送
に
対
応
し
た
品
質
保
持
や

長
期
保
存
を
テ
ー
マ
に
研
究
す
る
。
企
画
・
支
援
施
設
に

は
相
談
窓
口
を
開
設
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
。

　
鹿
児
島
県
は
全
国
有
数

の
食
料
供
給
基
地
で
、
農

業
生
産
額
、
漁
業
生
産
額

と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
食
品
関
連
産
業
は
、

県
の
全
製
造
業
の
製
品
出

荷
額
等
に
占
め
る
割
合
が

５
割
超
の
主
要
産
業
と
な

っ
て
い
る
。
県
は
農
林
水

産
業
と
食
品
加
工
業
、
試

験
研
究
機
関
が
有
機
的
に

連
携
す
る
「
食
の
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
」
形
成
を
目
指

す
。

フードビジネスが加速

宮
崎
県

　
宮
崎
県
は
宮
崎
牛
な
ど
豊
か
な
農
林
水
産
資
源
を
武
器

に
、
食
を
通
じ
た
産
業
競
争
力
の
強
化
と
雇
用
創
出
に
向

け
た
産
業
振
興
施
策
「
み
や
ざ
き
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
振
興

構
想
」
を
２
０
１
３
年
に
策
定
し
た
。
以
来
、
産
学
官
金

の
オ
ー
ル
宮
崎
で
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
体
制
を
構

築
。
６
次
産
業
化
の
認
定
件
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

な
る
な
ど
、
意
欲
的
な
事
業
者
の
挑
戦
が
増
え
て
い
る
。

河
野
俊
嗣
知
事
は
「

年
は
助
走
。
今
後
は
構
想
を
加
速

さ
せ
る
」
と
意
気
込
む
。

　
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
機
運
の
高
ま
り
は
、
宮
崎
市
内

に
設
置
し
た
相
談
窓
口
「
み
や
ざ
き
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
相

談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拡
充
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

年

７
月
に
相
談
室
を
増
床
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
増
員
し
て
機

能
強
化
し
た
。
商
品
づ
く
り
の
加
速
と
と
も
に
、
今
後
の

販
路
開
拓
支
援
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
特
に

年
に
発
売
さ
れ
た
県
産
キ
ャ
ビ
ア
「
宮
崎
キ
ャ

ビ
ア
１
９
８
３
」
は
県
内
外
で
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
の
ほ
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
か
ら
開
発
し
た
県
産

ゴ
ボ
ウ
の
揚
げ
菓
子
「
ゴ
ボ
チ
」
な
ど
、
ヒ
ッ
ト
商
品
が

続
々
生
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
食
品
加
工
業
者
の
技

術
支
援
で
は

年
、
宮
崎
県
食

品
開
発
セ
ン
タ
ー
内
に
「
フ
ー

ド
・
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
が
開
所

し
た
。
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
試
作
品
づ
く
り
が

で
き
る
。
さ
ら
に
事
業
者
の
成

長
段
階
に
応
じ
た
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
ま
さ
に
県
内
は
、
か
つ
て

な
い
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。

県産食材でハラル食品振興

大
分
県

　
大
分
県
は
農
水
産
業
や
そ
の
加
工
業
な
ど
食
関
連
産
業

を
戦
略
分
野
に
位
置
付
け
、
成
長
産
業
に
育
成
す
る
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
２
月
、
県
内
食

品
加
工
業
を
中
心
と
し
た
産
学
官
で
「
お
お
い
た
食
品
産

業
企
業
会
」
を
設
立
し
た
。
食
品
加
工
業
者
が
抱
え
る
課

題
を
解
決
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
商
品

の
販
路
を
開
拓
。
さ
ら
に
食
品
原
材
料
の
供
給
地
域
か

ら
、
九
州
の
加
工
拠
点
へ
と
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

　
お
お
い
た
食
品
産
業
企
業
会
の
会
員
数
は
約

社
・
団

体

年
１
月
時
点

。
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
し
た
「
お
お
い
た
食
品
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を

拠
点
に
、
新
製
品
の
開
発
・
試
作
や
技
術
人
材
を
育
成
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
従
っ
て
製
造
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
、
ハ
ラ
ル
食
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
、
世
界
の
人
口
の

％
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
。
う
ち

６
割
が
ア
ジ
ア
圏
域
だ
。
昨
年
は
別
府
市
内
の
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学

Ａ
Ｐ
Ｕ

、
別
府
モ
ス
ク
と
連
携
。

ハ
ラ
ル
食
品
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
座
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
中
で
ハ
ラ
ル
認
証
に
必
要
な
鶏
肉
は
確
保
し

「
魚
、
野
菜
も
ほ
ぼ
問
題

な
い
」

同
企
業
会

と

い
う
。
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
な

ど
県
内
の
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
強
化
。
オ
ー

ル
大
分
で
ハ
ラ
ル
食
品
を

開
発
、
取
引
拡
大
を
行
う

協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
。

こ
れ
に
よ
り
ハ
ラ
ル
食
品

を
戦
略
的
に
観
光
や
輸
出

品
な
ど
に
加
え
る
こ
と

で
、
大
分
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
し
て
い
く
考
え

だ
。

戦略特区で雇用・創業促進

福
岡
県

　
福
岡
で
は
、
ビ
ル
の
建
て
替
え
を
促
し
て
雇
用
創
出
に

つ
な
げ
る
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
事
業
に
福
岡
市
が
乗
り

出
し
た
。
国
家
戦
略
特
区
の
規
制
緩
和
を
生
か
し
た
取
り

組
み
の
一
環
。
航
空
法
に
よ
る
建
物
の
高
さ
制
限
を
緩

和
、
今
後

年
で

棟
の
建
て
替
え
を
目
指
す
。

年
間

の
建
設
投
資
効
果
は
２
９
０
０
億
円
、
建
て
替
え
完
了
後

の
経
済
波
及
効
果
は
年
間
８
５
０
０
億
円
を
見
込
む
。

　
同
事
業
の
対
象
地
域
は
、
福
岡
市
中
央
区
の
天
神
地
区

の
約

。
計
画
で
は
、
ビ
ル
の
延
べ
床
面
積
は
現
在
の

１
・
７
倍
の

万
７
０
０
０
平
方

に
な
り
、
雇
用
者
数

は
２
・
４
倍
の
９
万
７
１
０
０
人
と
な
る
。

　
市
は
規
制
緩
和
以
外
に
、
建
物
の
容
積
率
に
対
す
る
特

例
や
立
地
交
付
金
な
ど
を
含
め
た
提
案
を
企
業
に
行
い
、

投
資
を
誘
致
す
る
。
起
業
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
で
、
交
流
拠
点
で
も
あ
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ

ェ
」
の
機
能
強
化
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
地
下
鉄
の
延

伸
や
交
通
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
駐
車
場
の
集
約
化
で
都
市

機
能
の
強
化
を
図
る
。

　
福
岡
市
は
２
０
１
４
年
３
月
、
政
府
の
国
家
戦
略
特
区

で
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業
を
後

押
し
す
る
雇
用
特
区
に
選

ば
れ
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
創

業
・
雇
用
創
出
特
区
」
を

展
開
し
て
い
る
。
雇
用
条

件
な
ど
に
関
す
る
規
制
改

革
で
内
外
か
ら
起
業
家
や

企
業
を
呼
び
込
み
、
創
業

や
新
事
業
創
出
を
促
す
の

が
狙
い
。
国
際
会
議
や
展

示
会
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ

マ
イ
ス

の
誘

致
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
の
融
合
も
目
指
す
。

　九州は一つの大きな島としてまとまりを持って捉えられることがある。一方
で各県の特色が際だち、多様な顔をみせる地域でもある。地域活性化において
も同様で、各地の文化や地域資源をもとにしたユニークな取り組みが行われて
いる。ここでは九州７県の地域性が形になった活性化策を紹介する。

九州７県地域振興アラカルト
（ ） 【企画特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月１３日 金曜日 　　


